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するよ うに設定 した。また外冠の辺縁 は角度20
度 と40度の2種 類のナイフエッジタイプとした。
実験 は完成 した内冠 に外冠 を適合 させ,外 冠
咬合面から垂直方向に50Nの荷重 を加 えた後,反
対方向に引き抜 く着脱操作 を繰 り返 した。この操
作を0回 か ら始めて100回ごとに維持力を測定 し,
着脱2000回まで繰 り返 した。維持力の測定 に当
たっては,垂 直方向に50Nの荷重を加 えた後,ク
ロスヘ ッ ドス ピー ド5mm/minの条件で引抜 き試
験 を行った。一部試料については荷重後樹脂包埋
































査委員に修正 した論文を配布 し了解 を得た。また
この論文に関連する英語の文献について和訳によ
る語学試験を行 ったところ,十分な読解力がある
と認められた。本論文は歯科用金属 として期待 さ
れるチタンとCAD/CAMを組み合わせ ることによ
り,部分床義歯の支台装置であるコーヌスクロー
ネを作製で きる可能性を示唆するものであり,本
審査委員会では十分学位授与に値するものと認め
合格 と判定 した。
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